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＜ 審 査 結 果 ＞  

木村公彦氏から提出された博士学位請求論文 “T h e  l o w - b a c k  m e r g e r  i n  S o u t h - C e n t r a l -

P e n n s y l v a n i a  E n g l i s h：  D i s c u s s i o n  o n  t h e  d i a c h r o n i c  s p r e a d  i n  t h e  2 0 t h  c e n t u r y ”に

ついて、論文審査と口述による最終試験 (公開審査 )の結果、審査委員会は全員一致で同氏

に博士 (学術 )の学位を授与することが適当であるとの結論に達した。  

最終試験は 2 0 2 3 年 7 月 4 日 (火 ) 1 5 時 か ら 1 7 時 ま で の 2 時 間 、 Z o o m に よ っ て

遠 隔 開 催 さ れ た 。 審 査 委 員 会 は 、 主 任 指 導 教 員 の 斎 藤 弘 子 教 授 、 指 導 教 員 の 内

原 洋 人 准 教 授 、 元 指 導 教 員 の 益 子 幸 江 名 誉 教 授 と 浦 田 和 幸 名 誉 教 授 、 指 導 教 員

で 主 査 の 中 川 裕 から構成された。  

 

＜ 論 文 概 要 ＞  

本 論 文 は 、 最 近 公 開 さ れ た 1 9 6 0 年 代 の 録 音 資 料 お よ び 2 0 1 9 年 に 木 村 氏 自 身

が 行 っ た 現 地 調 査 の 資 料 を 用 い て 、 ア メ リ カ 英 語 諸 方 言 の 音 韻 史 に お け る も っ

と も 重 要 な 側 面 の 一 つ 、 後 舌 低 母 音 /ɑ / - / ɔ ː /合 流 に つ い て 、 新 し い 分 析 手 法 を 設

計 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 中 南 部 の 発 音 に 適 用 し て 歴 史 再 建 を 試 み た 論 考 で あ る 。  

ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 中 南 部 は 、 英 国 全 土 だ け で な く 、 ド イ ツ や ス イ ス な ど 様 々

な 言 語 ・ 方 言 圏 か ら の 移 民 が 歴 史 的 に や っ て き た 地 域 で あ る 。 こ れ に よ り 、 当

時 の 英 語 方 言 が 移 民 の 流 れ に 合 わ せ て 変 化 し 、 定 着 し て い っ た 。 ま た 、 ペ ン シ

ル ベ ニ ア 南 部 で は 、 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア か ら の 移 民 の 他 に ク ェ ー カ ー や ア ー ミ ッ

シ ュ な ど さ ま ざ ま な コ ミ ュ ニ テ ィ が 存 在 し 、 そ れ ぞ れ が 独 自 の 言 語 ・ 方 言 を 発

展 さ せ て き た 。 さ ら に 、 州 を 縦 断 す る ア パ ラ チ ア 山 脈 の 存 在 に よ り 、 東 部 と 西

部 で は 異 な る 方 言 圏 が 形 成 さ れ た と い う 方 言 地 理 学 的 に 複 雑 な 背 景 が あ る 。
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1 9 4 0 年 に は 東 西 を 結 ぶ 道 路 網 が 完 成 し 、 東 西 の 人 の 往 来 が 容 易 に な り 、 そ れ が

言 語 変 化 に 与 え る 影 響 も 考 慮 せ ね ば な ら な い 。  

一 方 、 後 舌 低 母 音 /ɑ / - / ɔ ː /の 合 流 現 象 は 、 ア メ リ カ に お い て 広 く 伝 播 し た 重 要

な 音 韻 史 的 出 来 事 で あ る 。 2 0 世 紀 初 頭 に は ペ ン シ ル ベ ニ ア 西 部 で 見 ら れ 始 め た

こ と が 知 ら れ て い る が 、 こ の 現 象 は 、 約 1 0 0 年 に わ た っ て ペ ン シ ル ベ ニ ア 中 南

部 へ は ほ と ん ど 広 が ら な か っ た こ と も 報 告 さ れ て い る 。  

な ぜ 、 こ の 合 流 現 象 は ペ ン シ ル ベ ニ ア 中 南 部 に 伝 播 し な か っ た か ？ こ の 英 語

方 言 史 的 に 重 要 な 疑 問 に 対 す る 説 明 と し て は 、  ( 1 )  「 / ɔ ː /の 調 音 位 置 が 上 昇

し 、 /ɑ /と の 区 別 が 容 易 に な っ た 」 と す る 母 音 分 散 説 （ L a b o v  e t  a l .  2 0 0 6） に 加

え て 、 ( 2 )「 ペ ン シ ル ベ ニ ア 中 南 部 の ペ ン シ ル ベ ニ ア ・ ド イ ツ 語 が 基 盤 と し て 機

能 し 、 両 者 の 区 別 が 保 た れ て い る 」 と い う 言 語 接 触 説 や 、 ( 3 )「 ア パ ラ チ ア 山 脈

の 地 形 的 障 壁 や 交 通 量 の 少 な さ を 考 慮 」 す る 地 理 的 障 壁 説 が 提 案 さ れ て い る 。

し か し 、 木 村 氏 自 身 の 最 近 の 調 査 ( K i m u r a  2 0 1 8） は 、 若 年 世 代 で 「 / ɔ ː /の 調 音 位

置 が 下 降 し 、 /ɑ /と 合 流 し つ つ あ る 」 と い う 、 ( 1 )母 音 分 散 説 と は 相 容 れ な い 変 化

を 示 唆 し て い る 。 ま た 、 A n d e r s o n（ 2 0 1 4） に よ る と 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア ド イ ツ 語

と 英 語 の バ イ リ ン ガ ル 話 者 は 1 9 2 0 年 前 後 に 減 少 し て お り 、 ( 2 )言 語 接 触 説 に も

疑 問 が あ る 。 さ ら に 、 ( 3 )地 理 的 障 壁 説 に つ い て は 、 東 西 を 横 断 す る 道 路 の 交 通

量 が 増 加 し て い る と い う 事 実 が 明 ら か に な っ て お り 、 そ の 妥 当 性 は 疑 わ れ る 。  

要 す る に 、 後 舌 低 母 音 の 合 流 が ペ ン シ ル ベ ニ ア 中 南 部 に 伝 播 し て い な い 理 由

は 不 明 で 、 ま た 、 実 際 に は 合 流 伝 播 が 進 行 中 で あ る 可 能 性 す ら あ る 。 木 村 氏 の

博 士 論 文 は 、 こ の よ う な 研 究 史 的 な 空 白 を 埋 め る 実 証 的 な 貢 献 を す る 。 結 論 と

し て は 、 「 1 9 4 0 年 以 降 に 生 ま れ 育 っ た 話 者 の 間 で 合 流 が 特 に 女 性 に お い て 進 ん

で い る 」 と い う 新 し い 知 見 と そ れ が 持 つ 方 言 地 理 学 的 な 議 論 を 、 緻 密 な 言 語 発

掘 調 査 的 手 法 と フ ィ ー ル ド 音 声 学 的 手 法 、 洗 練 さ れ た 音 響 分 析 ・ 聴 覚 実 験 を 併

用 し て 、 詳 細 で 精 度 の 高 い 資 料 と と も に 提 示 し て い る 。  

具 体 的 に は 、 1 9 6 0 年 代 の 古 い 録 音 資 料 の 発 掘 的 分 析 と 、 現 在 の 母 語 話 者 を 対

象 と し た 聴 覚 試 験 お よ び 音 響 分 析 を 行 い 、 当 該 母 音 の 差 が 聴 覚 的 お よ び 音 響 的

に も 減 少 し て い る こ と を 発 見 し 、 そ れ が 1 9 4 0 年 以 降 に 生 ま れ た 話 者 の 間 に 起

き て い る こ と を 特 定 し た 。 さ ら に 、 1 9 世 紀 末 に は 後 舌 低 母 音 の 合 流 が 、 ピ ッ ツ

バ ー グ 周 辺 の 西 部 方 言 の 特 徴 で あ る 円 唇 性 を 残 し た 音 に 向 か っ て 変 化 し て い る

傾 向 を 確 認 し た 。 こ れ に 基 づ い て 、 木 村 氏 は こ の 地 域 に お け る 母 音 合 流 の 伝 播

の 発 祥 が 西 の ピ ッ ツ バ ー グ で あ る と い う 歴 史 的 シ ナ リ オ を 再 建 し て い る 。 ま

た 、 女 性 の 方 が 男 性 に 比 べ て 両 母 音 の 距 離 が 近 づ い て い る こ と も 判 明 し 、

L a b o v（ 2 0 0 1） の 大 ま か な 指 摘 が 正 し い こ と に 具 体 的 な 証 拠 を 提 供 し て い る 。  

各 章 の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。  



 3 

第 １ 章 は 言 語 背 景 の 簡 潔 な 記 述 が な さ れ 、 さ ら に 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア 中 南 部 の

英 語 方 言 を 扱 う 学 問 的 な 動 機 が 述 べ ら れ て い る 。 第 ２ 章 は ア メ リ カ 英 語 の 方 言

区 分 が 初 め て 生 じ た 植 民 地 時 代 の 移 民 の 流 れ に つ い て 述 べ る 。 第 ３ 章 は 論 文 で

用 い た 音 韻 的 お よ び 音 声 的 な 表 示 に つ い て 論 じ 、 さ ら に 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア 中 南

部 に お け る 合 流 に 関 し て 、 歴 史 的 に 西 部 か ら 東 部 へ の 拡 大 が あ ま り 起 き て い な

い こ と を 中 心 に 先 行 研 究 を 総 説 し 、 博 士 論 文 が 取 り 組 む 問 題 を 明 確 化 す る 。  

第 ４ 章 か ら 第 ６ 章 に か け て は 、 実 施 し た 独 創 的 な 実 験 ・ 分 析 を 記 述 し て い

る 。 ま ず 、 第 ４ 章 で は 手 法 に 関 す る 詳 細 な 解 説 が 行 わ れ て お り 、 特 に 使 用 し た

音 声 デ ー タ 、 オ ン ラ イ ン 聴 覚 実 験 、 音 声 デ ー タ の 音 響 分 析 手 法 に つ い て 詳 細 に

記 述 し て い る 。 第 ５ 章 で は オ ン ラ イ ン 聴 覚 試 験 の 結 果 を 集 計 ・ 分 析 し 、 そ の 結

果 に み ら れ る 傾 向 に つ い て 述 べ て い る 。 ま た 、 実 験 参 加 者 の 後 舌 低 母 音 が 母 音

空 間 の ど ち ら に ず れ て い る の か が 同 定 実 験 か ら 判 明 し た こ と を 要 約 し て い る 。

第 ６ 章 で は 、 第 ５ 章 の 聴 覚 試 験 結 果 の 音 響 的 な 説 明 を 試 み 、 そ れ と と も に 後 舌

低 母 音 の 弁 別 に 影 響 を 及 ぼ し う る 音 響 的 パ ラ メ ー タ を 検 討 し て 、 F 1、 F 2、 母 音

時 間 長 の す べ て が 後 舌 低 母 音 の 弁 別 に 関 与 す る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、 後

舌 低 母 音 の 聴 覚 判 断 に 影 響 の あ る 音 響 パ ラ メ ー タ に 着 目 し 、 分 析 対 象 を 1 9 6 0

年 代 お よ び 2 0 1 9 年 の 全 録 音 デ ー タ に 含 ま れ る 後 舌 低 母 音 に 拡 大 し て 音 響 的 に

考 察 し て い る 。 1 9 6 0 年 代 の デ ー タ に つ い て は 、 当 時 の 共 時 的 な 地 理 的 分 布 を 再

建 し た 結 果 、 1 9 4 0 年 デ ー タ （ W e t m o r e  1 9 5 9 )と 1 9 8 8 年 デ ー タ ( H e r o l d  1 9 9 0 )の 間

に あ る 空 白 を 埋 め る 、 い わ ば 古 く て 新 し い デ ー タ セ ッ ト を 、 こ の 研 究 に お け る

基 礎 資 料 と し て 確 立 し た 。  

次 に こ の 1 9 6 0 年 代 か ら 2 0 1 9 年 に 至 る ま で 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 中 南 部 に お け

る 後 舌 低 母 音 の 音 色 が ど の よ う な 時 間 変 化 を 辿 っ て き た の か を 、 2 0 1 9 年 の フ ィ

ー ル ド 録 音 を 用 い た 通 時 的 比 較 で 検 証 し て い る 。 こ の 検 証 に お い て も 上 記 の 地

理 的 分 布 の 検 証 と 同 一 の 音 響 パ ラ メ ー タ を 比 較 し 、 若 い 世 代 ほ ど 両 母 音 が 音 響

的 に も 近 づ い て い る こ と 、 ま た 女 性 の ほ う が 男 性 に 比 べ て 接 近 の 度 合 い が 大 き

い こ と が 示 さ れ た 。  

最 後 に 第 ７ 章 は 、 全 体 の 結 論 を 要 約 し 、 今 後 の 研 究 発 展 の た め の 課 題 を 端 的

に 設 定 し て い る 。  

 

＜ 審 査 概 要 お よ び 評 価 ＞  

本 博 士 論 文 が も つ も っ と も 目 覚 ま し い 学 術 的 貢 献 は 、 ア メ リ カ 方 言 音 声 学 の

研 究 お よ び フ ィ ー ル ド 音 声 学 的 方 法 論 の 文 脈 に 位 置 付 け ら れ る 。 そ れ は 以 下 の

5 点 に 要 約 で き る 。  

1 .社 会 言 語 学 的 に 複 雑 な 背 景 を 持 ち な が ら 、 先 行 研 究 が 少 な か っ た 地 域 を 、 古
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い 録 音 の 発 掘 的 分 析 や フ ィ ー ル ド 調 査 に よ っ て 探 求 す る こ と で 、 後 舌 低 母 音 の

合 流 現 象 の 伝 播 に か か わ る 未 知 の 諸 相 を 解 明 し た 点 。  

2 .ペンシルベニア (西部、Pittsburgh)の、Scotch-Irish 系移民の発音から始まったとされる

COT-CAUGHT 母音合流が全米およびカナダにまで広がる一方で、同じペンシルベニア州

内の一部には広がっていないとされてきた「謎」の解明に取り組む問題設定の独創性。  

3.考察の対象とする社会言語学的特徴が、移民の歴史、居住地、年齢、ジェンダーなど広

範囲に渡っている視野の広さ。  

4.従 来 よ り も エ ラ ー を 格 段 に 減 少 さ せ る 音 響 分 析 法 の 設 計 に 成 功 し た 点 。  

5 .聴取実験の弁別検査と識別検査の結果を、刺激音の音響分析の結果とも突き合わせるこ

とで、特に、弁別検査に際して起こりうる事象を考察できた点。  

こ れ ら 以 外 に 、 次 の 点 も 、 審 査 委 員 に 高 く 評 価 さ れ た 。  

・所載されている実験用語彙リストが、再現実験や他方言調査への適用を可能とする。  

・提案された新たな音響分析手法はアメリカ英語以外の音響分析にも応用できる。  

・分析結果をグラフや図で可視化する工夫が優れている。  

・文章構成も良好で明晰で全体的に理解しやすい論文となっている。  

一 方 で 、 以 下 の よ う な 検 討 を 要 す る 点 が 指 摘 さ れ た 。  

・アメリカ英語（GA）では音素表記で長音符は使わない慣習があるので、長音符の使用

や聴取実験で母音時間長にふれる際には、補足説明が期待される。  

・まず、 /ɑ/（LOT）  と  /ɔ:/（THOUGHT）の融合とその他の母音変化の関連（例えば /ɑ:/

（PALM）と /ɔ:/（THOUGHT）の融合など）についても触れられるとよかった。また、

/ɑ/ (LOT) と  /ɔ:/（THOUGHT）の融合母音の音韻論的なふるまいについてももう少し掘

り下げられるとよかった。  

・母音の音色に関連する音響音声学的指標である F1、F2 についてはその取扱いに若干の

問題が認められる。  

・若干ながら、文章中に語法等の不備が見られた。  

 

公 開 審 査 に お い て は 、 以 上 の よ う な 評 価 す べ き 点 と 検 討 を 要 す る 点 が 指 摘 さ

れ た 。 審 査 委 員 の 質 問 の ほ と ん ど に 対 し て 、 木 村 公 彦 氏は明確に回答し、現時点

で回答できない問題については今後の研究課題としてどのように取り組んでいくかの説明

がなされた。総合的には本論文が学位論文として学術的に極めて重要な成果を含んでお

り、本学の博士学位論文の評価基準を満たしていることが認められた。  

公開審査終了後、博士論文の審査および最終試験の結果から、審査委員会は全員一致

で、提出された論文が本学の博士学位論文としての評価基準を十分に満たしていることを

確認し、木村公彦氏に博士 (学術 )の学位を授与することが適当であるとの結論に達した。  


